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七11
八.

雜

Io
n

®

派
中
に
て
は
舊
敎
的
組
合
の
數
及
其
組
合
員
の
數 

增
加
せ
ろ
。
さ
れ
と
名
舊
敎
的
組
合
？
最
近
十
年
間
に 

If

く
べ
き
進
步
を
爲
し
把
る

「

社
會
民
主
的
勞
働
組
合 

聯
合
圑」

に
は
一
步
を
譲
ら
次
る
を
得
梦
。
各
組
合
に 

觸
す
る
組
合
員
の
平
均
數
は
一
九
〇
六
¥
_
_
一

 

九
〇 

A

年
迄
M

合
數
の
減
少
.

a
よ
6

V

ニ一

〇
ニ
よ
6

ニ 

八
〇
〇
な
る
$

1

九
〇
八
；平
よ6

一
 

九
一
三
年
に
至
る 

迄
は
六
四
、
四
三
よ6
六
七
、
五
-〜
成
れ
4

。
亦
組
合 

數
は
瀚
次
多
少
の
增
加
を
見
杧6

。
舊
敎
的
組
合
の
組 

合
員
は
偶
然
.に
？
前
年
と
同
ー
數
を
保
て6
。

勞
働
運
動
に
關
し
て
重
要
な
る
地
步
を
占
む
る
$
の
は 

「

ア
ム
X
T
ル
ダ
ム」

也
。
此
地
に
は
全
國
の
ニ
割
五
分 

に
當
る
べ
き
四
七
、
六
三
七
人
の
勞
働
者
《
集
中
し
、尙 

ほ
此
地
に
於
け
る
組<!:
に
つ
き
總
平1

は
六
四
、
四 

三
な
る
に
ニ
四
三
、
〇
五0
組
合
員
を
有
せ
6
。
31
同 

地
に
は
勞
働
運
動
の
.
全
部
に
大
影
響
を
及
ぼ
す
か
の 

「

勞
働
組
合
聯
合
園」

の
中
心
'地
也
。
故
に
亦
同
盟
罷H  

の
中
5
也
。

I九
〇〇
五一

o 一 .
六九

ア
ム
ス
テ 

ル
、ダ
ム

大
都
市 

.全

同
盟
罷H

の
平
均
數
:

1

九

 o

七

1112、

六
菪

0 

六0
>六会

■

X 

國

II 
一

Q
T

 

.一
六
四

S?
八‘

1

九 
〇
八

1

四
 0 

1C

八

九九

0%

tej 3nf.

S s ^

r

ァ
ろ
ス
テ
ル
ダ
ム
し
に
於
け
る
同
盟
罷
エ
の
平
靈
は 

l

九
〇
六
年
！

一

九
一
〇
年
に
3!

ろ
て
、每
年
三
七
、 

六
を
算
す
るy

「

ノ
ー
ト
ル
.ダ
ム」

に
於
い
<
は
其
數
下 

6

て
一
三
、
六
に
し
て
更
に
其
他
の
都
市
に
つ
い
て
見 

ん
か
、
同
盟
罷
エ
數
は1

年
平
均
一
间
な
ろ
と
沄
奋
0 

『

英
國
に
於s

て
は
勞
銀
别
上
及
辟
間
の
縮
少
に 

關
し
て
id

常
に
勞
働
者
に
多
太
め
利
益
を
齎
す
な
み
。 

而
か
？
是
れ
を
爲
す
爲
め
に
何
等
の
暴
力
に
訴ふ
る

事 

な
く
、
或
又
生
產
及
國
民
經
濟

U

何
等
の
提
窖
を
釀
す 

事
な
く
、
或
叉
英
國
の
企
業
に
大
_

を
與
ふ
る
こ
と 

な
し
。
然
れ
ど
名
兩
方
に
於
け
る
長
日
月̂pri
l

體
運
動
_ 

の
結
果
、
及
或
利
益«
兩
者
の
爭
_
を
馳
つ
て
虜
烈
な 

ら
し
め
そ
れ
を
調
停
、
和
解
の
運
び
に
至
る
は
頗
る
围

難
な
る
こ
と
あ
6』

^

。「

チ
.
、

\

 

メ
ル
マ
ン」

に
依
6

て
指 

示
せ
ら
れ
セ
る
英
國
の
如
き
發
達
は
和
蘭
勞
働
組
合
に 

於S
V

は
到
底
見
る
を
得
ぎ
る
所
の
名
の
な6

。
其

原

、
 

S

如
何
と
云
ふ
に
企
業
家
と
勞
働
者
間
に
激
し
き
粉
爭 

な
き
か
敌^

加
^
■
る
^

敎
育
、
和
解
の
手
段
は
傲
一 

s

f

s

i

而
し
て
組
合
の
理
想
は
地
を
®

つ
て
な 

し
。
®1

烈
な
る
爭
國
は
組
合
の
內
部
に
起6

て 

一
§

 

j 

よ
他
組
合
に
轉
々
と
し
て
變
梦
る
名
の
あ6
°
己
れ
一 

を
防
止
せ
ん
と
す
る
事
は
組
合
に
と6

て
は
難
問
題
と
.\ 

云
ふ
ベ
き
名
の
な6

。
其
組
合
を
愛
す
み
精
神
名
あ
ら 

少
し
て
叉
此
精
神
を
肝
養
せ
ん
と
計
る
名
亦
難
事
と
云 

は
^

る
べ
か
ら
す
。
事
態
の
斯
な
れ
ば
こ
れ
を
救
濟
ぜ

\ 

ん
爲
め
に
被
計
畫
的
な
る
方
法
と
名
云
ふ
べ
き
規
則
芷
一 

し
き
分
配
法
を
定
め
そ
、
同
盟
罷
エ
よ6
生
岁
る
大
な
一 

る
損
窖
及
不
幸
を
補
ふ
事
肝
要
な6

。
縱
令
永
外
の
®

一
 

難
あ
る
i

せ
る
g

組
合
は
そ
れ
の
如
何U

關
せ
穸
、
勞 

■

の
引
上
を
計
6

、
依
是
勞
働
者
階
級
のT

般

的

の

經
ゴ 

濟
上
及
文
明
上
の
向
上
を
計
ら
次
る
べ
か
ら
ず

(

未
完)

_

資

本

主

義

の

.社

會

史

的

硏

究

.阿

部

0

fj

譯
者
は
鑲
合
に

r

近
ii
i*資
本
虫
義
と
地
代
說

」 (

本
誌
饿
七
卷
第
三
號

)  

な
る
論
文
に
於
て
、7
Aパ
ル
トj

敢
授
の
近
仳
资
木
虫
義
起
源
說 

に
對
す
る
芪
賤
を
提
供
せ
し
於
、
今
や
、此
カ
而
の
硏
究
に
對
I
て
、 

有
名
な
る
白
其
義
の
史
家

「

ア
シV
1
、*»
ピ
レ
ン」

の^
文
を
得
た 

る
は
、
課
港
の
塊
心*
悅
|!
<:
堪
へ
，
ざ
る
處
な
り
"
木
論
文
は
本
年
四 

月
"
倫
敦
亿
開
催
さ
れL
莴
國
史
战
•大
會
の
講
次
と

I
て
最
场
好
評 

を
潘
せ1
洛
、
へ

r*  
最
近.
の
Hl
l
 Am

eiic  an  Hitonca!  Revoiew  

UOLXIX  p.  49

lh5
is

に
よ
リ
て
、
典
栩
概
を
敍
述
す
る
こ
と
浼
の 

如
し
。

吾
人
の
目
的
と
す
る
處
は
、
經
濟
史
上
の
各
脖
期
に 

於
て
資
本
の
所
有
者
把
る
資
本
家
の
特
性
を
明
か
に
す 

る
と
共
に
、
併
せ
て
之
作
於
起
源
を
攻
究
す
る
に
あ
G
 ゝ

而
しV

、

吾
人
の
信
梦
る
處
に
よ
れ
ば
、
中
世
の
初
期 

よ
-

o

現
滕
に
至
る
迄
、
經
濟
史
の
：區
分
せ
ら
るV
各
游 

期
に
於
け
る
資
本
家
は
相
互

U

相
異
な
る
階
級
よ
6

輩 

生
せ
6

、
換
言
す
れ
ば
、
或
赌
代
の
®
本
家
階
級
は
必



g
m
-
S
T

謂

'

!1

11
.、
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l
'v;
j
z 
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i
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r
i
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-
H
.
t
f
t 

i
^
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^
-
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f

.if

A

%s
^

r

_

t
v
.

pi
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i
f
f
«
i
- 

-
f
n
-
l
-
-
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こ.麵
 
i

i

i

i

j

 

1
1 , 
■::!
、

—

 

t

~ 

t 

s

£
1
5

雜

錄.

申
し
令
其
前
槠
代
の
資
本
家
階
級
ょ
出
せ
しi
の 

_

ぁ
ら
*

、.
卽
も
或
脒
代
に
活
動
せ
：し
資
本
家
に
し< 

_

己
於
新
境
遇
に
適
合
す
石t
と
能
は
^
る
を
見
出
せ 

し
場
合
に
は
、̂

i

^

w經
濟
上
の
活
動
ょ6
遠

ざ
か
/
ノ 

<

一
種
の
土
豪
i

な
6

、
之
れ
に
代
/
リ
て
、
勇
氣
ぁ
6
 

且
つ
企
業
的
糨
神
に
富
む
新
人
物
の
出
現
せ
し
名
の
な 

6

と
す
\

晋
人
は
之
れ
.
'

s

發
展
k

述
ぶ
る
に
先
ち
て
、
 

少
し
く
此
方
面
に
對
す
る
獨
逸
經
濟
看
の.研
究
上
.に 

於
け
る
弱
點
を
指
摘
せ
ん
と
欲
す。

'

中
世
の
‘企
業
者
を
以
て
日
常
生
活
の
材
料
を
求
む
る 

以
外
1C

、
何
等
の
餘
裕
な
か
ら
し
と
な
す

T

ピ
ユ
ヒ
ヤ 

丨J

1
.派
の
學
說
の
缺
點
は
、
彼
等
胗
中
世
の
都
市
經
濟 

を
碑
究
す
る
に
、
主
と
し
て
、
獨
逸
の
都
市
殊
に
十
四
、 

十
五
、
爾
世
紀
に
於
け
ふ
同
國
の
都
市
を
以
て
せ
る
點 

h
l

f
、

然
か
名
同
塒
代
に
於
け
る
獨
逸
都
市
の
大
多 

數
を
以
<

、
北
部
#
太
利
方
面
の
都
市
に
比
較
す
る
游 

.
0、
其
間
、
發
展
の
狀
態
に
於
て
著
し
く
相
異
な
る
を 

發
見
す
可
し
、
卽
ち
獨
逸
方
面
の
都
市
の
代6
に
-1
.
プ

3 
0四

U
レ
、

\

ス—

：「

ゼ
ノ 
r」

T
ベ
r: “1

ス」

、「

ゲ
ン
ト」 T

ブ 

リ
ユ.
丨
ジ」

、「

ィ
ー
ブ
ル
し
#
を
餅
究
せ
ん
か
、
我
等
は 

1

ビ
ユ
ヒ
ヤ
ー
し
の
徒i
®
じ
く
異
な
6
'f
c
る
見
解
に
到 

達

す

る

に

至

る

可

し
.

吾
人
は
資
本
主
義
の
發
生
を
以
て
、
li
l：
人
於
普
通
、
信 

卞
る
よ
6

名
、
£
に
古
き
搪
代
に
存
す
る
乙
ふ
を
認
む 

る
S

の
な
6

、
勿
論
、
現
辟
に
於
け.る
之
4

が
话
動
が 

中
世
の
、
そ
れ
に
比
し
て
甚
し
く
大
規
模
な
る
は
明
沪 

な
る
名
、
し
か
？
斯
く.の
如
き
は
、
只
だ
單
に
數
量
的 

相
違
に
し
て
、
質
的
相
違
に
あ
ら
卞
、
盖
、
西
曆
十

1 

世
紀
の
中
'®
以
前
卽
ち
歐
洲
諸
國
に
於
て
都
市
な
る
名 

の
、
多
く
出
現
せ
次6

し
肪
代
の
狀
M

を
見
る
に
、
先 

づ
西
曆
八
世
紀
の
朝
期
に
於
て
、#
太
利
及「

ず
ー
.こ 

地
方
に
於
け
る
羅
馬
の
經
濟«
織
破
壞
せ
ら
V
Q 

Vや
、 

當
塒
の
社
會
は
純
然̂

る
農
業
組
織
の
上
に
鷄
か
れ
、 

只
だ
*

に
農
產
物
過
超
の
地
方
ょ6
之
れ
'於
缺
乏
を
感 

せ
し
地
方
に
輸
送
せ
ら
れ
し
こt
jあ
る
^P、

多
く
、
收 

雜
物
は
廣
大
な
石
地
面
を
有
す
る
豪
族
の
手

U

あ
6

て

未
だ
商
寶
用
に
使
用
せ
ら
れ
ず
、
次
ぎ
に
葡
萄
酒
i

食 

鹽
と
は
商
品
i

し
て
せ
ら
れ
し
名
、然か？之れ 

舣
轉
寶
に
從
事
せ
し
徒
は
、
所
爾
一
滕
的
商
業
を
營
む 

名
の
に
あ
ら
岁
ん
ば
、
多
く
半
ば
商
人
杧6
半
ば
掠
奪 

を
事
i

す
る
徒
^

6
し
こ
と
、
尙
ほ
今
日
、
亜
弗
利
加 

大
陸
の
黒
奴
間
に
見
る
亜
刺
比®
商
人
に
類
似
せ
し
ち
，
 

の
な
ヶ
と
す
、
例
者
、
八
仙
紀
のtj
期
一 

'上
ル

ベ

」

方
面 

に
於
け
る
窗
險
的
商
人
の
頭
首
允
る

「

サ
：七」

の
如
き
、 

之
れ
が
典
&

な
6

、然
か
斯
く
の

'
*き
徒
ft
を
以
て 

H

A
名
將
來
に
於
け
る
資
本
家
の
祖
先
と£

&
す
人
》 

あ
ら
3'
'
る
可
し
、
而
し
て
、
此
の
如
き
人
物
を
刺
激
せ 

し
精
神
於
、
多
少
、
他
方
®
に
刺
激
を
與
へ
し
こ
i

あ 

る
3

、
亦
^

、
僧
俗
の
如
何
を
不
問
、
大
地
主̂
る
^p 

の 

'が
*

附
近
の
市
場
に
於
<

自
己
1C
必
要
な
る
商
品
を 

求
め
、
且
つ
自
己
於
需
栗
以
上
ヒ
顏
過
せる
穀
物
、
葡 

满
酒
を
.
^
^
:

13

^.
し
こ
と
あ
る
？！

P
、

此
塚
合
.に
於
<
»
、 

ノ
寒
だ
資
本
主
義
の
'痕
跡
を
見
出
す
乙
土
能«

?
る 

叉
、
地
理
上
の
好
地
位
よ6
發
達
せ
し
商
業
地
、
例
者
、

海
岸
地
方
に
あ
6

て
は「

マ
ル
セ
ィ
ユ

Jr.
ル

ア
ン

」

ダ 

ァ
ン
ト

ビ
グ」

の̂

き
、

河
流
地
方
狒
ic
ll
M.
の
®

道 

胗
水
流
と
相
交
る
地
、
卽
ち

「

メ
ゥ
セ」

河
畔

の「
マ
丨

ス
ト
リ
ヒ
卜」

、r

シ
チ
ル
トJ

河
畔
の「

グ
ア
レ
ン
シ
；

ン
ダ」

の
如
き
、
多
く
貨
物
の.隆
揚
場
' 

船
乘
の
冬
營 

地
に
し
て
、
之
れ
を
以
後
の
都
市
に
比
す
る
滕
は
著
し 

く
相
異
な
6

V
、
何
等
、.市
自
身
を
園
む
城
壁
な
く
、 

建
物
は
多
く
木
造
、
住
民
は
常
に
不
定
に
し
<
、
彼
等 

は
何
等
の
勝
權
を
有
せ
次
る
點
に
於

V
、

後
ち
の
町
人 

と
異
な
れ
6

、
伹
、
此
間
、
周0

の
事
情
に
刺
激
せ
ら 

れ
て
、
規
律
あ
る
生
活
方
法
を
採
る$
の
、
稍
々
生
す 

る
に
至
6

し
t

i
は
疑
^

可
か
ら
^

る
事
實
t

し
<
、
 

現
に
九
世
紀
に
は
商
業
を
以
て
職
業
と
す
'る
徒
發
生
ぜ 

し
^p

、此
方
面
.に
關
しy

は
精
細
な
る
證
左
を
缺
げ6

、 

次
ぎ
に
信
用
制
度
に
就
き
て
は

「

ヵ
ロ
リX

ガ」

朝
婶
代 

に
公
債
な
る
名
の
、
存
せ
し
こi

明
か
な
る
？
.、
斯
く 

.
の
.如
き
は
、
火
炎
、
：
戰
爭
、
.凶
年
の
用
意
に
供
せ
ら
る 

る一

W

的
不
生
産
的
公
债
な6
し
を
以
-C

、
之
れ
を
以



V

資
自
義
的
運
動
の
存
せ
し
名
の
と
は
見
做
ず
を
得 

#

、
.要
す
る
に
:'

中
^

の
勒
'»
は
全
ぐ
資
本
の
勢
カ
を 

無
視
せ
し
脖
代
に
し
て
、
彼
の
富
有
な
る
.地
主
と
修
道 

院
と
に
集
積
せ
ら
れ
し
財
產
は
全
く
怠
惰
化
せ
ら
れ
し 

名
の
に
.し
て
、
殊
に
大
地
主
の
徒
は
部
下
の
小
作
人
よ 

6

集
め
し
收
入
を
以
て.記
念
碑
の
建
立
、、8

1

®

 

貴
重
品
の
買
入
に®

せ
6

、
斯
く
の
如
き
は
社
會
的 

見
地
よ
6

觀
察
しv

或
は
必
要
な
る
事
項
な
ら
ん
名
、 

之
れ
を
經
濟
上
よ
ろ
觀
察
す
る
滕
は
、
全
く
無
意
義
の 

g

の
な
6

と
す
、

何
ん
と
な
れ
ば
、
彼
等
の
財
産
は
何 

等
商
人
の
手
に
渡
る
乙
と
な
く
、
從
つ
て
商
業
上
の
龍 

動
を
覺
醒
す
る
要
秦
と
し
て
少
し名
貢
獻
す
る
乙
と
な 

か
.

し̂
を
以
て
な
ろ
。

次
ぎ
に
、
十
世
紀
の
終
末
よ6
十
ー
世
紀
の
勒
期
に 

か
け
て
、
商
業
的
活
動
は#
太

利
と「

ネ
I

デ
ル
ヲ
Z 

トJ

方
面
に
發
生
す
る
に
至
れ6

、
. 

_ち
前
者
に
よ
'

Cs 

V

活
動
0

中
心
と
な
ろ
し
名
の

は「

ベ

エ

-
ス

」
「

ピ
サ
一 

「

ゼ
ノ
アJ

等
に
しV

、.

是
等
の
都
市
は
専
ら
'希
腦
帝
國

及
同
敎
國
&

相
手
と
し
<

沿
燒
質
易
に
從
事
じ
、»

取
_ 

引
狀
態
呔
絕
え̂

增
加
せ
6

、

後

者

は

「

ブ

リ

ユ

ー

が

」

 

#

>
英
國
、
北
部
獨
逸
地
方
、
.
及

r

x
力\

•チ
ナ
ダ
ィ 

j

ャ」

地
方
に
し
て
、
之
れ
が
經
濟
生
活
名
亦
*
其
の
初 

期
に
あ
6

て
は
、
希
腦
の
初
期
に
見
る
奴
如
く
沿
岸
に 

限
ら
れ
し
於
、
然
&
这
雨
者
の
商
業
は
漸
次
內
地
方
而 

に
擴
S

6
、
遂
に
十
二
世
紀
の
初
期
に
於
て
南
北
歐il 

の
聯
絡
を
見
る
に
至
れ6

。
例
者
、
千
百
一一

十
七
空
I 
ロ 

.

ン

べ

ル

ト

」

地

方

の

商

入

は

'

「

ァ

ル

ブ

ス

」
「

を

越

え

て
 

一「

シ
ヤ
ン
パ
ー“I

ユ」

及r

ネ
I

デ
ル
ラ
ン
ト」

方
面
に
現 

一
は
れ
し
於
如
き
ぁ/
ノ
、•
叉
^

1
方
に
於
<
、
商
業
の
進 

步
發
達
は
地
方
の
農
民
を
し
て
絕
え
岁
都
市
に
流
入
せ 

し
め
、
斯
く
て
、
交
通
の
衢
赂
に
當
れ
る
新
舊
都
市
に 

於
け
る
人
口
の
增
加
と
な6
、
市
1C

接
近
せ
る
地
方 

j

の
市
有
化
と
な
6

、
新
市
場
の
增
設
と
な6

、
都
市
其 

者
の
原
形
體
は
四
面
、
務
住
者
に
ょ6

<
圍
繞
せ
ら
る 

、
に
至
れ
6

、
而
し
て
歐
溯
諸
國
の
都
市
に
於
け
る
當 

赌
の
町
人
は
此
務
住#

の
階
級
ょ
6

生
せ
し
？
の
に
し

て
、
1

の
中
よ
6

當
滕
f
c於
け
る
裔
業
界
の
水
先
案 

內
者
把
る
カ
量
あ
ろ
、鞏
固
な
^

意
思
を
有
す
る
徒
の. 

#

di

せ
し
？
の
な
6

と
す
、
卽
ち「

プ
4

V

チ
文
ル」

の 

「

ゴ
ド
サ
ツ
グ
J
tt

之
れ
が
例
證
杧
る
人
物
に
し
て
、
彼 

れ
や「

リ

ン
ヵ
ル
、

\

シ
ャ
ィ
ャ
ー」

の
憐
む
T5
T

き

1

農
民 

に
過
ぎ
ず
、
し
か
名
、

一度
、
商
業
を
以
て
自
己
の
渡 

世
の
業
務
と
な
す
や
、
專
ら
英
國
：
蘇
格
蘭
、丁
抹
、 

「

フ.
I
f
v

タ
t」

方
丽
の
»
岸
質
爲
に
從
事
し
て
叵
額
の 

富
を
集

積

す

る

に

至

れ

-
^
、

其

他
、十

一

、
十
二
雨
世
紀 

に
於
け
る
商
人
組
合
は
何
等
地
方
的
1

的
に
あ
ら
梦 

しV
、

各
都
市
の
町
人
は
相
苴
に
取
引
上
の
自
由
を
有 

し
、
其
間
、
何
等
官
權
の
千
涉
な
く
、
各
組
合
财
極
め 

て
激
烈
に
、
極
めy

自
由
に
競
爭
せ
し
狀態
は
、
吾
人 

を
しV

、

漫
ろ
に
十
六
、
十
七
雨
世
紀
、
新
大
陸
に
於 

け
る
和
蘭
、
英
國
、
佛
國
、
西
班
牙
等
の
競
爭
を
®
ば 

し
む
^

名
の
あ
-
^、
之
れ
を
®

す
る
にf

十
二
世
紀
の 

末
期
造
の
歐
溯
都
市
の
人
口
は
比
較
的
少
く
、
只
だ
地 

,
の
利
を
占
0

る
處
の
み
、
多
く
商
人
を
吸
收
し
、
而
し

七
i

 

雜 

錄

.
て
彼
等
«

多
く
主
«
る
都
市
の
組
合
に
加
入
せ
し
名
の 

な
-c\

と
す
、
叉
^

當
槠
に
於
け
る
都
市
は
、

H
業
よ
'
 ̂

?

カ
を
商
業
に
注
ぎ
し
？
の
に
し
て
、
市
內
に
手
工
業
. 
|

者
を
集
中
せ
し
ひ
る
こ
と
は
、
當
滕
、
尙
ほ
.不
究
全
に 
|

しv

、
商
人
、

S

萄
葡
酒
、
穀
物
と
共
に
輸
出
す
る
工
業 

品
、
例
者
、
衣
料
の
如.き
？
の
は
多
く
都
市
其
者
の
生 

產
に
あ
ら
ず
し
て
、
地
方
の
產
物
な6
と
す
、
然
於
名 

吾
人
®

一
 

般
の
所
說
に
反
對
し<
、

旣

に

十

三

®

紀

以
 

前
に
自
由
な
る
資
本
主
義
的
發
達
の
ー
辟
期
あ
る
を
承 

,
認
す
る
名
の
な
6

、
勿
論
、
當
滕
に
於
け
る
資
本
主
義 

は
集
合
的
資
本
主
翁
な
る
を
以
て
、
之

i

を
活
動
せ
し 

ひ
る
能
力
を
缺
ぐ
場
合
は
、
其
事
業
を
し
<
沈
滯
せ
し 

む
'る
に
至
る
、
實
に
理
昝
は
資
本
主
藜
の
基
礎
を
な
せ 

\ 

^
Q
^
p
0
^
^
c

\。

\

十
一
、
十1

1雨
世
紀
亡
於
け
る
巡
同
的
商
業
に
よ6
 

て
集
積
せ
ら
れ
し
財
產
は
其
後
速
か
に
土
地
經
營
1C
放 

下
せ
ら
れ
、十11i

世
紀
に
は
地
主
的
豪
族(Ve

r
i

 h
e
r
e
d
i
-

 

tarli, dusles, m
a
z
o
r
e
s)

の
階
級
を
見
る U

 
至
^

6
、
而

lo
七



し
c

If
l
内
に
於
け
る
人
々
の
®
加
は
地
代
の
騰
貴
と
な 

彼
等
を
し
て
益
ガ
富
ま
し
む
る

u

至
6

し
せ
ば
、
其 

麻
先
は
商
業
を
營
み
し
に
不
拘
、
彼
等
は
商
業
其
者
よ 

6

遠
少
；
か
6

て
、
専
ら
土
地
收
入
に
よ6

て
裕
富
な
る 

一} 

生
活
を
な
し
、
彼
等
の
或
者
は
王
侯
の
城
廓
に
類
似
す

；.| 

る
宏
莊
な
る
石
造
の
建
物
に住
し
、
或

者
は
市
政
の
樞
一
 

機
を
握
^

^
又
杧
或
者
は
貴
族
と
婚
を
通
匕
て
、
武
士
化 

せ
し
名
の
あ
6

、
斯
く
て
資
本
主
義
の「

第
一
游
期
に
於• 

け
る
資
本
家
階
級
の
多
く
は
、
商
業#

よ
6

退
.きて、玆
.一
 

に
經
濟
組
織
上
必
要
な
る
變
化
を
來
杧
す
に
至
れ
6

。
 

|

 

ィ
u
iiL

'
紀
tt

西
部
歐
淡
に
あ
6

て
大
小
都
市
の
發
達.
. 

ぜ
し
脖
代
に
し
て
、.市
！

S

に
於
け
る
富
の
增
加
と
共
に. 

都
市
其
者
は
漸
次
工
業
化
す
る

U

至
ろ
、
加
ふ
る
に
田 

園
の
荒
廢
は
地
方
に
住
す
る
手

H

業
者
を
し
て
市
內
に 

入
ら
し
め
、
彼
等
の
多
く
は
、
其
附
近
地
方
に
於
け
る

j

 

豐
富
な
る
原
料
品
に
加H

し
て
特
殊
的H

業
の
發
達
を 

見
る
に
至
6

し
こ
と
、
當
槠
に
於
け
る
織
物
業
及
金
屬
：
 

業
に
見
る
が
如
し
、
想
、か
に
、
此
滕
代
の
都
市
に
は
&
 

,
か
ら
ニ
個
の
典
型
あ6
、
郎
ち
火
都
市
と
地
方
的
都
市 

'
と
f
cし
て
、
前
者
に
あ
i

v
は
輸
出
向H

業
の
發
達
せ 

る
名
の
、例
者
、r

プ
ラ
ン
ダ
一」

及
#
太
利
地
方
に
於
け 

る

織

物

業

：の
.如
ぐ
、
彼
等
は
單
に
其
地
方
的
市
場
を
目 

的
と
せ
る
％
の
な
ら.玄
し
て
、
寧
ろ
歐
洲
其
者
の
市
場 

を

目

的

と

せ

し

名

の

な

す

、
他
は#
太
利
、
英
國
、

•

佛
國
、
殊
に
北
邡
獨
逸
の
都
市
に
見
る
於
如
く
、
海
に 

近
き
結
果
、
尊
ら•力
を
海
運
業
に
洼
ぎ
し
都
市
な6
 

A
 

す
、
第
二
、■
地
方
的
都
市
は
#
^
的
交
通
を
以
て
滿
足 

せ
し
ぢ
の
に
しV

、

彼
等
の
生
産
物
は
多
く
市
妁
及
其 

附
近
地
方
へ
仕
向
け
ら
る
ゝ
と
共
に
、

1.

方
に
は
其
附 

近
地
方上

-::N

食
料
品
の
供
給
を
受
け
し
名
の
に
し
<
、 

•
斯
く
の
如
き
都
市
の
特
徵
と
し
て-t
t

、
生
產
者
と
消
费 

蕃
i

の
直
接
的
交
換
、#

»
方
的
市
^
に
外
國
人
の
入 

る
を
好
ま
次
る
己
と
、
商H

業
上
に
幾
多
制
限
的
規
忠 

の
存
す
る
c

i
、
資
本
主
義
に
反
對
す
る
傾
向
、
換
言 

す
れ
ば
何
等
大
な
る
事
業
、'大
な
る
商
人
の
存
せ
次6
 

し
乙
と
な
-
0と
す
、
|&
@

前
者
の
場
&

に
ぁ
6

<
は
、

信
用
制
度
の
發
達(「

シ
ヤ
ン
。ハ
I 

t

 

j
の
如
き)

交
通 

機

關
の
改
善
、(

羅
馬
蹄
代
の
橋
梁
の
改
築
、
.運
河
の
開 

通

、
堤
防
の
造
築
等)

奢
倏
の
增
加(「

ィ
ー
。プ
ル」

市
の 

狀
態)

等
著
し
く
、
殊
に
海
外
企
業
郎
ち
羊
毛
、織
物
、
 

葡
萄
酒
罄
に
關
す
る
取
引
の
盛
大
な
ろ
し
t
と
は
千
ニ 

百
七
十
三
年
に
於
け
る「

ピ

ァ

チ

ヱ'
Y

ッ
ァ」

の

「

ス
ゴ 

ッ
チ」

於
英
國
ょ
6

輸
出
せ
し
羊
毛
の
額
於
ニ
萬
一
千 

四
百
綠
に
達
せ
し
が
如
き
之
れ
於
好
個
の
例
識
允
6

、 

其
他
、
‘
千
二
百
五
十
四
年
、「

ァ
ル
P

ム」

の
町
がr

グ
ィ 

ゼ」

侯
に
ニ
舊
リ
ー
ブ
ル

」

を
®

與
せ
し
於
如
き
、
同 

b

く
千
三
百
三
十
九
年
に「

メ

ン
ラ
ン」

の
商
人
が
英
王 

r

エ
ド
ヮ
ー
ド」

三
世
に
五
萬
四
千「

フ
ロ
リ
ン」

を
«
與 

せ
し
か
、
其
例
擧
げ<
數
办
可
か
ら
少
1

之
れ
を
要
す 

る
に
、
十
三
®
紀
初
期
以
後
の
資
本
的
企
業
は
其
以
前 

の
脖
代
の
如
く
、
±-

れ
於
活
動
に
於
て©
1由
な
る
名
の 

に

ぁ

ら

岁

、
.
卽

ち

市

制

と

保

«

主
義
と
は
、
苟
く
名
市 

內
に
於v

生
產
せ
ら
る 
>
エ

業

品

：に

»

し

て

競

爭

の

地
 

位
に
ぉ
る
名
の
を
责
ら
す
を
禁̂
、
又
*
市
の
制
度a

只
/?
:

單
1C
勞

働

者
の
勞
銀
i

>
勞
働
の
絛

件
と
を
規
定 

せ
し
の
み
な
ら
す

、

併
せ
て
、
純
全
允
る
商
業
上
の
事 

件
に
關
し
て
名
商
人
の
獨
立
的
活
動
を
制
限
せ6

、
例 

者
、
織
物
業
者
に
しV

羊
毛
販
賨
者
を
兼
ぬ
る
を
禁It 

1t

る&

如
き
©

ち
こ
れ
な
6

、
盖
、
經
濟
的
進
化
の
經
赂 

»

各

次

の
能
力
に
於
て
最

g

適
し
't
e

る
商
工
業
者
の
圆 

體
に
其
種
の
エ
業
を
特
種
化
し
ヽ
或
》
商
業
上
、或
種
の 

$

の
を
制
限
せ
し
こ
と
あ6

、
例
者
、
十
三
世
紀
に
あ 

6

て
精
巧
な
る
織
物
の
取
引
於

「

フ
ヲ
ン
ダ

ー」

地
方
の 

獨
占
杧
6

し
舣
如
き
、
叉
、
銀
行
業
於#

ら

「

口 

K

、
ノ 

ル
チ
ー」

、一
フ
ロ
ゥ
T

y
ス」

、
一
ト
ス
ヵ
ナ」

地
方
の
商 

人
に
ょ
6
.て
M

15

せ
ら
れ
し
好
如
き
あ.
6
.
、

而

し

て

斯
 

く
の
如
き
狀
態
の
下
に
、
彼
等
の
或
者
は
仲
買
業
に
ょ 

ム
ノ
て
、奇
利
を
傭
し
、

或
者
は
1
-
|業
市
に
&

6
て
、
出
來 

る
丈
け
、
手H

業
者
を
虐
待
し
て
自
己
の
囊
中
を
あ
杧 

把

め

、
'

(

例
者「

ド
ネ
I
J
0「

ボ

アネ
ブ
ロ 

I
クj

の
如

き 

は
多
數
の
勞
働
者(

大
多
數
e

S

A

1

Sを
奴
隸
の 

如
ィ
使
役
し
、
又
、
或
者
は
當
滕
の
王
侯
を
顧
客
人
し



て
、
興
問
大
な
る
利
益
を
占
め
し
こ
と
あ
6

、
例
者
、 

T:
i
年
戰
爭
に
於
け
るr 
口

ンパルド

」

對「
H

ド

ヮ
I

ド」

 

三
-̂

の
如
く
、「
カ
ホ
ー
ル」

の「

セ
ル
ブ
丨」

财
數
年
間

に
非
常
な
る
富
を
集
積
し
て
、
其
一
部
を
諾
烕
王
に
貸 

與
せ
し
、

S

如

气

其

他「
ト
ー
Y

ス
、
プ

ァ

、ご

う

へ

ル

I!

工
口 

f

j、「

ト
t

ト
、

グ
ィ
ス」

、「

グ

、\
、

グ
ィ
スJ

の

如
き
あ
6)

0
然
る
te

、
海
運
業
の
發
達
、
西
班
牙
及
葡 

萄

牙

に

ょ
6

て
の
新
大
陸
の
發
見
、
大
帝
國
の
出 

現
等
は
從
來
の
經
濟
的
狀
態
を
破
壞
し
、
商
業
上
0

潮 

流
は
玆
に
變
化
す
る
に
至6

、
北
部
歐
洲u
て
は
英
國 

と
和
蘭
と
は「

ハ
.
ン
ザj

の
^

力
を
奪
a

、
地
中
海
に
濱 

す
るr

ベ
尤I】

スJ
,

と「

ゼ
ノ
ア」

と
は
共
に
東
西
貨
物
の 

集
散
地
^

る
資
格
を
失
ひ
、
こ
れ
に
代6

て
、
大
西
洋 

方
面
にv

は
、「

リ
ス
ボ
'

\
」

市
香
料
に
關
ず
る
大
市
場 

と
^
-
^
、「

ア
ン
ト
マ
ー
プ」

はr

フ
ク
ユ
ー
ジ」

を
®

^
 

し
て
歐
洲
商
業
の
中
心
と
な
る
に
至
れ6

、
斯
く
の
如 

き
は
道
徳
上
、
政
治
上
、
經
濟
上
の
諸
原
因
に
ょ
る
$
 

の
に
し
て
、
卽
ち
文
*
復
興
期
に
於
け
る
人
昝
の
進
步

個
人
主
義
の
發
達
、
投
機
的
精
神
を
刺
激
せ
し
大
戰
爭 

金
融
狀
態
の
混
亂
ヽ
新
大
陸U

於
げ
る
貴
金
屑
の
■

■
 

等
な
6

と
す
、
而
し
て
中
世
の
學
間
す
fc
れ
、
人
道
派

「

スn

ラ
ス
チ
ッ
クj

派
に
代
6

し
舣
如
く
、
新
經
濟
ば

當
辟
の
都
市
經
濟
の
地
位
を
占
め
、
國
家tt
都
市
を
自 

已
0

下
に
隸
鹰
せ
し
む
と
共
に
、
其
獨
立
權
を
奪
ひ
、 

其
結
果
、
町
人
の
保
護
主
義
及
排
外
主
義
は
其
終
6

を 

告
げ
、
所
爾
、
手
エ
業
者
組
合
は
存
す
る
ぢ
、

は
勞 

{#

者
團
體
を
文
®

す
る
能
力
な
く
、
新H

業
6

都
市
其 

者
の
支
酏
を
離
怍V

發
達
し
、
昔
辟
の
特
權
な
る
都
市 

i

相
併
ん
セH

業
上
の
新
中
V
3勃
興
せ
6

、(

例
者
、
英

画
にV、

«「

シ
エ
フ
ィ
丨
' 
ル.
ド」「

\

 

I
三

ン
グ
ハ
ム」

及 

「

プ】

フ
ン
ダ
l」

ii
L
方
に
<
は「

ホ
ン
シ
ョ
f
ト
一「

ア
ル 

メ
ン
チH

ル」 )

而
し
て
、
當
滕
の
企
業
界
に
現
は
れ
し 

.
精
神
は
、
尙
ほ
當
赌
の
學
問
界
に
於
け
る
自
由
訝
究
の 

精
神
/
、同
ヒ.
く
、
總
て
の
傳
難
を
排
し
、
加
ふ
る
に
投 

&
的
精
神
は
無
限.
に
'̂
動
し
、
斯
く<
數
年
に
し
てE 

萬
の
富
を
積
み
し
？
の'あ
れ

ば

、

又

允

.
一
方
に
は
自
己

の•
財
産
を
悉
く
藤
盡
せ
し
名
の
あ6
、
彼

のr

ア
ン
ト 

ヮ
ー
ブ」

の
取
引
所
の
如
き
は
此
問
の
消
息
を
最
名
明 

か
に
示
せ
し
名

の
に
しy

ヽ
以
上
、
經
濟
界の
大
m

i L 

は
中
世
の
末
期
に
於
け
る
資
本
家
に
ょ̂\
て
、
營
ま
れ 

し«
動
を
觅
に
新
人
物0
階
級
に
移
す
に
至
れ6
、
何 

ん
と
な
れ
ば
十
五
、
十
六
兩
世
紀
に
於
け
る
企
業
家
に 

は
十
四
世
紀
に
於
け
る
企
業
家
の
子
孫
少
き
を
以
て
知

_ 

る
を
得
可
し
、
而
し
ズ
新
滕
代
に
於
け
る
新
人
物
は
何 

れ
^P

當
滕
の
成
金
黨
に
し
て
、
其
著
し
きs
0
tc
»
、 

商
業
上
篇
西
の「

ジ.
ャ
ツ
ク
、'  V

丨
ル」

、獨
逸
の「

フ 

ツ

ガ

及

其

他

の
«

ホ
家「

フ
ロ
レ
シ
ス」

のr

フ
レ 

ス
コ
バ
ル
デ」

及

「

グ

ア
ル
テ
ロ
ツ
チ」

「

ピ
ス
ト
ア」

 

の「

ガ
ス
パ
|
、
デ
ュ
ク」

和
關
，0「

ウ
4
ル
レ
ム
、
ゥ 

セ

リ

ン
グ
ス」

r

バ
ル
ザ
ツ
ア
ル

、
ド
、
モ
ウ
セ
ロ
ン」

「

ィ
サ
ー
グ
、

レ
メ
ー
ル
し
等
あ
6

、
叉
、
X

業
の
方
面 

に
<

は
、
有
名
な
る
印
刷
業
^

^

6
し「

グ
リ
ス
ト
フ
、
 

プ
ー
フ
.ン
.タ■

ン
.

」

の
.如
き
は

1

’ツ
?

レ
.

ン」
Q

 

二
農
家
に
生 

れ
し
名
の
あ
久

而

し
<

此
の
如
き
資
本
生
義
的
運
動
.

は
十
六
佌
紀
の
後
半
期
に
於
て
其
項
點
に
達
せ
し
於
、 

K

に
十
六
、
十
七
雨
世
紀
に
於
け
る
重
商
主
義
の
運
動 

の
爲
め
に
商H

業
上
に
於V

、

之
れ
舲
運
動
は
阻
害
せ 
j

ら
る 
>
に
至
れ
6

、
勿
論「

自
由
は
商
業
の
生
命
な6」 

一
と
の
思
想
は
未
だ
金
く
地
を
拂
つ
て
去
ら^

6

し
？
、

\

然

於

名一

般
公
衆
の
利
益
を
擁
護
す
る
爲
、
或
程
度
迄 

一
個
人
の
企
業
的
自
由
を
制
限
す
る
乙
と
、
な
6

ヽ
或
は 

監
督
官
領
事
の
任
命
、
商
業
會
議
所
の
設
置
等
ぁ
6

て 

\

玆
に
國
民
經
濟
の
塒
期
に
入
る
に
至
れ
6

、
然
る
に
、

\

十
八
世
紀
末
ょ
6

十
九
世
紀
0

»

«
に
於
て
^

®
ii
:
l, 

一.
•の
諸
國
1C

發
生
せ
し
1

の
發
明
、
及
蒸
氣
力
の
製
造 

H

業
に
應
用
せ
ら
る
、
に
至6
し
乙
と
は
經
濟
的
活
動 

の
狀
態
を
1
變
し
、
彼
の
十
六
世
紀
に
見
欠/>
^

如
き 

經
濟
的
規
象
は
.
|瓜
に
十
數
倍
餘
の
ヵ
を
以
<
出
現
せ
し 

I

結
果
と
し
て
、
從
來
企
業
界
に
活
働
せ
し
人
物
は
、
自
か 

ら
企
業
界
を
遠̂

か
6

て
，一
麵
の
土
豪i
化
す
る
に
至 

れ
6
、
而
し
て
彼
等
に
代
つ
て
現
れ
しf
0
は
企
業
的 

精
神
に
於
て
、
鞏
固
な
る
性
格
に
於
て
共
に
出
色
の
新
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人
物
に
しV

、

彼
の
白
卸
義
に
於
け
る
大
エ
業
の
創
御 

者
^

る「
ジ
ョ
ン
、T

T

ッ
ク
7

ル
丨
；の
如
き
元
來
、

一
職 

H

に
過
ぎ
^

6
し
名
の
な
ん
i

す
、
而
し
て
也
企
業
的 

傾
向
の
極
端
に
馳
せ
し
名
の
は
、

一

方
に
は
社
會
主
義 

f

、
1
方
に
は
企
業
上
の
合
同
汉
は
聯
合
と
化
す
る 

に
至
れ
-
^
。

之
れ
を
喪
す
る
に
、
資
本
主
義
な
る
？
の
は
決
し
て 

直
線
的
の
發
達
を
な
せ
し̂
?
の
に
あ
ら
梦
、
其
間
、V幾 

多
の
恐
慌
に
よ6
て
幾
多
異
な
る
刺
激
に
よ6
て 

切
斷
せ
ら
れ
杧
る
名
の
な6
と
す
、
卽
ち
巡
同
的
商
業 

の
自
由
な
る
發
展
は
都
市
經
濟
に
上-O

て
其
終
ら
を
告 

ぐ
る
と
共
に
、
文
藝
復
興
期
の
個
人
的
活
動
は
一
 
'變
し 

て
重
商
主
義
の
脒
代
と
な6
、
最
後
に
自
由
主
義
の
坶 

代
を
®

せ
し
名
の
は
社
會
政
策
の
«
«
允
る
規
滕
の 

狀
態
と
な
す
。(

党)
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吿

本_

八

月

號

は

都

合

に

依

り^
^] 

仕

候

追

而

九

月

號

は

例

月

の

通
 

0
發

行

致

し

十

月

號

は

特

に

紙

数

を
增
加
致
す
豫
定
R
有
ク
t >xnr^

候 .

J

批

評

と

織

介

‘ 

此

芬

の

社

會

政

策
’ 

‘
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^

比
公
は
世
界
史
を
飾
れ
る
人
傑
な
る
を
以
て
、
其
生
一
一 

涯
を
記
述
し
"

■

せ
る
？
の
少
於
ら
梦
、
就
中
、

r.

レ
一

y

ッ」

の
如
.き「

Y 

I
グ
ス

」

の
如
き
、最
近
に
て
は

「

ホ
一 

ブ
マ
！
ン

」

の
如
き
ぁ

6

、
.
遮

莫

、
此
偉
人
の
社
會
&
 

饿
方
面
に
關
す
浪
息
を
傳
ふ
る
名
の
に
至
つ
て
は
、
•吾 

人
の
-蕃

の

な

る

—
「

ブ

ロ

ト
-

ッ
ッJ
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o
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p
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目 p-en) 
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最
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シ
ユ
ナ
ィ
ダ
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(

p
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c
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n
e
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d
e
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o
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以
外
、
多
く
見
る
處.| 

ぁ
ら
梦
，
今
、
本
書
を
得
杧
る
は

」

般
の
.讀
書
界
.殊
に
' 

^

4

の̂
讀
書
界
に
と
6

<
悅
ぼ
る
>

處
な
る
#

し
、
而 

し
て
本
書
の
價
値
に
铤6

‘て

は

、
其

卷

頭

を

，飾

れ

る

「

シ

ユ
乇
一
フ
ー」

の
言
に
、

「

余
が
學
友
r

r
シ
レ
！ 
I敎
«

»
 

余
に
求
む
る
に
其
令
嬙
の
箸
杞
る

「

比
公
の
社
會
政
策」 

の
緖
言
を
認
む
可
き
を
以
て
せ4
、'
余
は
悅
ん
で
其
需 

に
應
十
v

<6

と
共
に
、
非
常
な
る
滿
足
を
以

y

此
書
を
讀 

了
せ
6

、
余
は
衷
心
、
英
國
の
讀
者
奴
此
著
に
ょ6.
て 

比
公
の
性
格
及
獨
逸
保
險
法
案
の
起
源
及
本
質
に
就
き 

て
明
白
な
る
理
解
を
得
る
を®

#
る
名
の
•な
6

、
知
諭
、 

鐡
血
宰
相
及
'彼
於
政
策
に
關
ず
る
批
制
と
英
、
獨
酿
國 

U

於
.け

る

保

險

法

案

の

比

，較

に

就

き

て

多

^

著

者

自

か 

ら
の
主
觀
的
色
彩
を
混̂

る
'乙

と

は

'
、

_

、

止

む

ど

得
 

次
る
處
な
る
名
、
然
か
名
余
は
是
等
の
所
論
に
就
き
七 

は
非
常
な
石
興
味
を
以
で
讀
下
せ6

、
叢
、
余
の
見
る 

處
の
全
.
V、
«

者
と
相
同
匕
か
ら3'
'

る
.は

ヽ

爾

者

の

屁
 

地
.の

相

異

な

，
る

に

ょ

る

の

み

」

.

.と
、
而
し
セ
、
著
者
於' 

比
公
の
社
會
政
策
に
卞
し
忙
る
結
論
と
し
て
は
、
保
險
. 

法
案u

ょ
6
 v

、
當
.塒
獨
逸
0

人>
3

 u

蟠
6

し
不
滿
不 

平
の
聲
を
靜
め
ん
と
す
る
比.公
0
'希
麗
»'

充
分
辕
せ
ら
、
 

れ

し

と

*

、
然
於
？
他
の
プ0

に
於
て
國
^
生
活


